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リ
ン
パ
の
機
能
と
言
わ
れ
て
「
老
廃
物
の

排
出
」
と
真
っ
先
に
頭
に
浮
か
べ
る
セ
ラ
ピ

ス
ト
は
多
い
で
す
が
、
そ
れ
だ
け
で
な
く
、

リ
ン
パ
は
重
要
な
免
疫
シ
ス
テ
ム
に
関
わ
っ

て
い
る
こ
と
を
忘
れ
が
ち
で
す
。

 

「
私
が
最
初
に
解
剖
学
を
勉
強
し
た
40
年
前

に
は
、
各
器
官
系
の
分
類
は
10
種
で
、
リ
ン

パ
は
循
環
器
系
の
一
部
と
し
て
、
教
科
書
で

も
ほ
ん
の
数
行
の
説
明
だ
け
で
し
た
。
と
こ

ろ
が
現
在
は
リ
ン
パ
は
免
疫
系
と
し
て
独
立

し
、
医
療
分
野
で
も
っ
と
も
注
目
さ
れ
る
器

官
に
な
っ
て
い
ま
す
」（
福
場
さ
ん
）

　
免
疫
系
の
器
官
に
は
、
扁
桃
腺
、
胸
腺
、

脾
臓
、
虫
垂
、
回
腸
パ
イ
エ
ル
板
細
胞
、
リ

ン
パ
管
、
リ
ン
パ
節
、
リ
ン
パ
液
、
リ
ン
パ

球
な
ど
が
含
ま
れ
、身
体
に
と
っ
て
の
異
物
、

ウ
ィ
ル
ス
や
病
原
菌
、
が
ん
に
対
す
る
防
御

機
能
を
果
た
し
て
い
ま
す
。
私
た
ち
が
病
気

に
な
ら
ず
に
い
ら
れ
る
の
は
、
こ
の
免
疫
機

能
の
お
か
げ
。
そ
の
重
要
や
役
割
を
担
っ
て

い
る
の
が
、
リ
ン
パ
な
の
で
す
。

 

「
以
前
は
リ
ン
パ
ト
リ
ー
ト
メ
ン
ト
の
目
的

と
い
う
と
、
下
肢
の
む
く
み
解
消
、
老
廃
物

の
排
出
が
主
で
し
た
が
、
今
は
免
疫
力
を
高

め
る
効
果
が
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
に

は
リ
ン
パ
の
流
れ
を
正
常
に
し
て
、
免
疫
の

ア
ロ
マ
ト
リ
ー
ト
メ
ン
ト
の
際
に
、多
く
の
セ
ラ
ピ
ス
ト
が
取
り
入
れ
て
い
る
の
が
、リ
ン
パ
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
。

「
む
く
み
の
軽
減
」な
ど
が
一
般
的
で
す
が
、免
疫
力
を
上
げ
る
た
め
に
も
血
液
と
リ
ン
パ
は
欠
か
せ
な
い
存
在
で
す
。

セ
ラ
ピ
ス
ト
を
育
成
す
る
、ア
ロ
マ・
リ
ン
パ
セ
ラ
ピ
ス
ト
協
会
の
福
場
美
知
留
さ
ん
に
効
果
的
な
施
術
を
伺
い
ま
し
た
。

取
材
・
文
◎
山
村
浩
子

細
胞
レ
ベ
ル
で
の
働
き
を
理
解
し
た

免
疫
力
が
上
が
る
ア
ロ
マ
セ
ラ
ピ
ー

リ
ン
パ
の
機
能
を
ア
ッ
プ
し
、自
律
神
経
も
整
え
る

Case study❸

免
疫
の
主
役
リ
ン
パ
球
を

活
性
化
し
て
免
疫
力
ア
ッ
プ
！
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が
な
い
…
…
』と
い
う
声
を
よ
く
聞
き
ま
す
。

そ
の
解
決
策
は
、
細
胞
レ
ベ
ル
で
の
働
き
を

理
解
す
る
こ
と
で
す
。
リ
ン
パ
系
器
官
の
役

割
、
リ
ン
パ
の
流
れ
、
リ
ン
パ
節
の
ろ
過
機

能
、
リ
ン
パ
球
の
役
割
、
ど
の
よ
う
な
ア
プ

ロ
ー
チ
が
必
要
か
？
な
ど
の
理
論
を
理
解
し

て
、
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
に
き
ち
ん
と
説
明
で
き

る
と
良
い
で
す
よ
ね
」（
福
場
さ
ん
）

　
医
療
分
野
に
お
け
る
免
疫
力
の
研
究
は

日
々
進
み
、
人
々
の
関
心
も
高
ま
っ
て
い
ま

す
。
的
確
な
ア
プ
ロ
ー
チ
と
効
果
を
ア
ピ
ー

ル
す
る
こ
と
は
、
信
頼
を
獲
得
で
き
、
セ
ラ

ピ
ス
ト
と
し
て
の
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
に
大
い

に
役
立
ち
ま
す
。
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主
役
で
あ
る
リ
ン
パ
球
が
活
躍
で
き
る
環
境

を
整
え
る
こ
と
で
す
」

　
医
学
の
進
歩
に
よ
り
、
リ
ン
パ
の
役
割
や

機
能
の
解
明
が
進
む
こ
と
で
、
リ
ン
パ
ト

リ
ー
ト
メ
ン
ト
の
目
的
や
効
果
の
視
点
も
変

わ
っ
て
き
て
い
る
の
で
す
。

 

「
ア
ロ
マ
・
リ
ン
パ
ト
リ
ー
ト
メ
ン
ト
の
役

割
は
、老
廃
物
の
排
出
を
促
す
こ
と
に
加
え
、

精
油
に
よ
る
薬
理
効
果
と
タ
ッ
チ
ン
グ
に
よ

る
〝
心
地
い
い
〟
と
い
う
『
快
刺
激
』
に
よ

り
、
免
疫
力
を
高
め
る
こ
と
」
と
福
場
さ
ん

は
言
い
ま
す
。

　
私
た
ち
の
身
体
は
自
律
神
経
に
よ
り
、
活

動
モ
ー
ド
で
あ
る
交
感
神
経
と
、
リ
ラ
ッ
ク

ス
モ
ー
ド
の
副
交
感
神
経
が
あ
り
、
両
者
の

バ
ラ
ン
ス
を
取
る
こ
と
で
恒
常
性
が
保
た
れ

て
い
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
現
代
社
会
で

は
交
感
神
経
過
多
に
な
り
が
ち
。

 

「
セ
ラ
ピ
ス
ト
は
、
交
感
神
経
過
多
に
よ
り

硬
直
し
た
筋
肉
の
緊
張
を
ほ
ぐ
し
、
精
油
と

タ
ッ
チ
ン
グ
の
心
地
良
い
刺
激
で
副
交
感
神

経
の
ス
イ
ッ
チ
を
入
れ
て
あ
げ
ら
れ
ま
す
」

　
副
交
感
神
経
優
位
の
時
に
分
泌
さ
れ
る
ア

セ
チ
ル
コ
リ
ン
と
い
う
神
経
伝
達
物
質
は
、

リ
ン
パ
球
を
刺
激
し
て
活
性
化
し
ま
す
。
つ

ま
り
、
心
地
い
い
刺
激
が
リ
ン
パ
球
を
活
性

化
＝
免
疫
力
を
高
め
る
の
で
す
。

　
一
方
、
精
油
は
経
皮
吸
収
と
嗅
覚
か
ら
ア

プ
ロ
ー
チ
し
ま
す
。
免
疫
力
を
高
め
る
も
の

に
は
ラ
ベ
ン
ダ
ー
、
ユ
ー
カ
リ
、
テ
ィ
ー
ト

リ
ー
な
ど
、
血
行
促
進
に
は
ジ
ュ
ニ
パ
ー
や

ジ
ン
ジ
ャ
ー
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
実
は

ア
ロ
マ
セ
ラ
ピ
ス
ト
は
、
免
疫
に
関
わ
る
一

番
近
い
位
置
に
い
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
ト
リ
ー
ト
メ
ン
ト
の
ポ
イ
ン
ト
は
主
要
な

リ
ン
パ
節
を
刺
激
し
な
が
ら
、
リ
ン
パ
の
流

れ
を
意
識
し
て
行
う
こ
と
で
す
。

 

「『
何
年
も
セ
ラ
ピ
ス
ト
を
し
て
い
て
も
、

今
だ
に
リ
ン
パ
ト
リ
ー
ト
メ
ン
ト
へ
の
自
信

福場 美知留（ふくばみちる）さん

一般社団法人アロマ・リンパセラピスト協
会会長。臨床検査技師として病院に9年間
勤務した後、自宅でホームサロンを開業し
化粧品メーカーを設立。300人余りの取引
代理店のエステティシャン養成と開業支援
を行う。2008年フリーとなり、エステティシ
ャン、アロマ・リンパセラピスト養成スクー
ルを開校。都内でアロマ・リンパサロン『リ・
スタイル』を開業。男女共同参画企画、看
護師勉強会、スポーツジム、企業などで「美
容・健康アナリスト」として講演も行う。

施術は左下肢から行う。オイリングの後、くるぶし周り
のリンパ節、膝裏リンパ節をポンパージュ（圧迫と弛緩
のくり返し）。足先から鼠径部に向けてリンパを促し、
いったん太もも外側の大転子に集め、鼠径リンパ節に
流れやすくする。常にリンパ節の位置と流れの方向を
意識すること。左脚の後、右脚も行う

仰臥位上半身に移り、腋下のリンパ節をポンパージュ
したら、母指で仙骨をハート型になぞり刺激。ウエスト
ラインに沿って、リンパを鼠径リンパ節へと流す

クライアントの頭側に立ち、両手の母指で脊柱起立筋
を刺激。胸椎１番から仙骨まで母指をスライドさせた
ら、ウエストラインから鼠径リンパに流す

仰向けになってもらい、胸管にある乳び槽を、続いて、
左右の手で左右鼠径部をポンパージュ。ここへの刺激
はリンパが流れやすく、ろ過機能を高める

腹部への施術は両手の平を重ね、大腸の位置に沿っ
てプッシュ。小腸の回腸部位にはリンパ球のＴ細胞の
約60％があると言われ、この刺激が免疫力アップに

肝臓や脾臓を柔らかくほぐし、リンパは鼠径部に流し
ていく。ここへの刺激はリンパ球の産生を促したり、機
能を高めることに役立つ

胸郭を広げるようなイメージで、大胸筋をほぐす。クラ
イアントにゆっくり大きな呼吸を促し、リンパは腋下リ
ンパ節に流す

まずは、うつぶせの状態で身体を揺らして緩めた後、リ
ンパ液と静脈血液が環流する鎖骨下を刺激して、リン
パの入り口を開く

リンパにもアプローチする
アロマセラピーの施術

身体中のリンパが集まり、静脈へと戻す重要な部位である鎖骨リ
ンパ節。鎖骨の上の凹んだ部分を四指の腹でやさしくプッシュし
てほぐす。両手で左右同時でも、右手で左鎖骨というように、それ
ぞれに行っても良い。入浴中に行うのも可

クライアントCさん（38歳／女性）
フルタイムで働く会社員で、子どもが１人。仕事と家事、子
育てで、心身共に疲労困憊。特に冷えと肩凝りが慢性症状
で、最近は疲れが抜けず、常にだるさを感じている。寝込む
わけにいかないため、風邪やインフルエンザにかからない
ように、免疫力アップを求めて来訪。

冷え、肩凝りに悩む
クライアントへの施術

施術前のカウンセリング
生活スタイルから問題点を確認する
　仕事はデスクワークでパソコン操作が多く、全体的に運
動不足で下肢の冷えとむくみ、肩凝りがある。帰宅後は家
事をこなし、やり残した仕事をすることも。毎朝６時に起
き、寝るのは深夜２時頃。食事は比較的規則正しく、野菜中
心の料理を心がけるなど、仕事も家事も子育ても完璧にこ
なしている。手を抜くことが嫌いで、つい頑張りすぎてしま
うタイプ。主訴は冷えとむくみ・肩凝りだが、まずは睡眠不
足や心身の疲労回復をメインに考えていく。リラックスして
免疫力を高めるため、精油はゼラニウムとスイートオレンジ、
さらに血行促進効果もあるラベンダーをセレクト。
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下半身のリンパ液が集まる胸管の入口にある「乳び槽」、リンパ液と静脈血液
が環流する「鎖骨」を始め、主要リンパ節を刺激しながら、リンパ液がろ過さ
れやすい環境をつくる。その上で、リンパの流れを促す方向に施術していく。

アフターカウンセリング＆
ホームケアアドバイス

鎖骨への刺激、身体を温めることを伝える
　下肢の冷え、むくみ、肩凝りの主訴に加え、腹部などの体温が低下してい

ることを指摘。体温の低下は免疫力の低下に繋がることを説明し、身体を

冷やさない工夫（例えば腹巻きをする、冷たい飲み物を避ける）などを指

導。副交感神経にスイッチを入れる方法として、寝る時間を可能な限り早め

ること、アロマを生活に取り入れること、ゆっくりお風呂に入ることを提案。

　また、リンパ節を心地良く刺激することで、リンパのろ過機能が高まり、免

疫力が高まることを説明し、湯船で出来る方法を指導。特に鎖骨、首周りに

リンパ節が密集しており、ここをほぐす重要性をきちんと伝える。

理
論
を
き
ち
ん
と
学
ぶ
こ
と
が

免
疫
に
対
し
自
信
を
持
つ
近
道

福場美知留さんの『免疫力が上がる！「リンパトリートメント」実践セミナー』が開催予定です。詳しくは161ページをご覧ください｡

リンパの入口を開く

〜下肢のリンパへの施術〜

〜上半身のリンパへの施術〜

〜乳び槽への施術〜

〜肝臓・脾臓への施術〜


